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　　　　　市　の　人　ロ

　　　ft-成元年７川１日現佃）

世帯数　57,812世帯(前）1I-ﾋ3911l.-帯増）

人　ロ　176.719人（jij川比85 人川）

　　男　87.441 A

　　女　89,278 人

　
楽
し
い
夏
休
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
夏
は
、
ち
ょ

つ
と
し
た
気
の
緩
み
か
ら
、
交
通
事
故
や
食
中
毒
、
水
の
事
故

な
ど
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
安
全
へ
の
心
配
り
を
忘
れ

ず
に
、
夏
休
み
を
事
故
な
く
、
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
七
月
二
十
日
か
ら
八
月
三
十
一

日
ま
で
、
夏
の
交
通
事
故
防
止
活

動
が
厦
間
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
の
夏
休
み
中
の
交
通
事
故

は
百
一
件
。
そ
の
う
ち
、
十
五
歳

以
下
の
子
μ
も
の
事
故
は
十
三
件

で
、
事
故
に
遭
っ
た
と
き
の
状
況

は
、
出
合
い
頭
が
五
件
、
横
断
中

が
四
件
な
Ｓ
Ｏ
Ａ
]
な
っ
て
い
ま
す
。

　
夏
休
み
に
は
、
子
芦
も
た
ち
は

プ
ー
ル
、
花
火
大
会
、
盆
お
と
り
、

海
水
浴
な
ど
へ
と
出
掛
け
る
こ
と

が
多
く
な
り
、
解
放
感
か
ら
こ
る

気
の
緩
み
や
、
暑
さ
か
ら
く
る
疲

れ
な
ど
の
た
め
、
と
ち
す
る
と
交

通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
忘
れ
が
ち

で
す
。
特
に
、
次
の
よ
う
な
行
為

は
、
非
常
に
危
険
で
す
。
お
互
い

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
▼
飛
び
出
し

▲梅雨が明ければぽくらの季節。でも､安全への心配りは忘れないでね。

　
▼
車
の
直
前
直
後
の
横
断

　
▼
信
号
無
視

　
▼
路
上
遊
び

　
▼
横
断
歩
道
外
の
横
断
。

　
　
　
　
　
◇

　
大
人
が
、
い
た
わ
り
と
思
い
や

り
の
心
で
、
子
ｙ
も
の
安
舎
寺

る
と
と
も
に
、
子
ど
も
目
身
に
も
、

交
通
安
全
の
ル
ー
ル
と
実
践
能
力

を
身
に
付
け
さ
せ
、
夏
休
み
の
子

芦
石
の
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し

ょ
う
。
　
　
　
（
交
通
対
策
課
）

　
夏
休
み
中
の
子
発
石
た
ち
の

命
か
寺
り
、
市
民
や
観
光
客
、

釣
り
入
ら
の
水
難
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
七
月
二
十
一
日
、

午
後
一
時
半
か
ら
、
宇
治
川
沿

岸
で
危
険
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
天
ケ
瀬
ダ
ム
放
流

連
絡
会
（
会
長
ｌ
‥
池
本
正
夫
市

水
の
事
故
を
　
防
ご
う

長
）
が
実
施
す
る
も
の
で
、
建

設
省
天
ケ
瀬
ダ
ム
管
理
支
所
前

か
田
発
し
、
宇
池
川
右
岸
、
隠

元
橋
か
豹
岸
を
通
り
、
同
支

所
ま
で
の
約
十
八
～
メ
ー
ト
ル

を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
。
水
難
小

故
防
止
欠
叶
び
掛
け
米
沢
ま

た
、
天
ケ
瀬
つ
り
僑
付
近
な
ど

十
四
ヵ
所
に
「
キ
ケ
ン
」
、
「
な

が
さ
れ
る
は
い
る
な
」
、
「
あ

ぷ
な
い
お
よ
ぐ
な
」
の
三
種

類
の
水
難
防
止
看
板
を
設
置
。

さ
ら
に
、
夏
休
み
期
間
巾
ほ
、
特

に
建
設
省
の
放
流
警
報
ス
ピ
ー

カ
ー
で
「
子
ど
も
の
水
の
事
故

防
止
」
か
呼
び
掛
け
未
了
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
水

の
事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

食
品
の
取
り
扱
い
に
気
を
付
け
よ
う

　
　
9
月
3
0
日
ま
で
食
中
毒
注
意
報
の
発
令
期
間

　
九
月
三
十
日
ま
で
、
食
中
毒
注

意
報
の
発
令
期
間
で
す
。
注
意
報

は
、
食
中
毒
の
発
生
し
や
す
い
気

象
条
件
の
日
に
、
府
が
発
令
し
、

四
十
八
時
間
継
続
し
ま
す
。

　
こ
の
食
忠
窪
意
報
の
発
令
は
、

食
品
の
衛
生
管
理
を
呼
び
掛
け
、

食
中
毒
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
目

的
で
す
。
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た

場
合
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
は
、
次

の
方
法
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
剛
市
役
所
と
保
健
所
に
「
食

忠
窪
意
報
発
令
中
」
の
告
知
板

を
掲
げ
毒
司

　
四
一
ラ
ジ
オ
ー
テ
レ
ビ
・
新
聞

な
ど
で
報
道
す
る
ほ
か
、
学
校
給

食
施
設
へ
も
府
か
ら
注
意
か
呼
び

掛
け
ま
す
。

　
ま
た
、
食
中
毒
に
か
か
ら
な
い

た
め
に
、
食
品
を
取
り
扱
’
７
際
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｏ
調
理
し
た
食
品
は
早
く
食
べ
る
。

○
冷
蔵
庫
を
過
信
し
な
い
。
庫
内

　
を
清
潔
に
し
、
Ⅲ
内
温
度
を
1
0

　
度
以
下
に
保
つ
。

○
ま
な
板
、
包
丁
、
ふ
き
ん
な
ど

　
を
よ
ぐ
洗
い
、
日
光
消
毒
な
ど

　
を
行
う
。

Ｏ
ネ
ズ
ミ
や
ゴ
キ
ブ
リ
を
駆
除
す

　
る
。

○
手
指
に
傷
の
あ
る
人
は
、
で
き

　
る
だ
け
調
理
し
な
い
。

○
用
便
後
や
調
理
前
、
食
前
に
は

　
よ
く
手
を
洗
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

特に午後の部に余裕があります

　
七
月
一
日
号
市
政
だ
よ
り
で

お
知
ら
せ
し
た
敬
老
会
は
、
九

月
十
五
日
に
、
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
毒
ｙ
。

　
現
在
、
は
が
き
で
申
し
込
み

か
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
定

員
に
ま
だ
余
裕
が
あ
り
ま
ず
。

特
に
、
午
後
の
部
に
余
裕
が
あ

り
ま
ず
。

　
参
加
を
希
望
ず
る
人
は
、
次

の
申
し
込
み
方
法
に
従
っ
て
申

し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。
締
め
切

り
は
七
月
三
十
一
日
（
当
日
消

印
有
効
）
で
す
。

★
と
き
…
９
月
1
5
日
㈲
、
午
前

　
の
部
と
午
後
の
部
、
各
１
回
。

★
と
こ
ろ
・
：
文
化
セ
ン
タ
ー
大

　
ホ
ー
ル
。

★
内
容
・
・
・
式
典
と
催
し
〈
演
芸

　
出
演
予
定
者
人
漫
才
）
チ
ャ

　
″
キ
リ
娘
、
小
川
あ
た
る
・

　
た
ま
る
、
（
浪
曲
）
真
山
一
郎
〉

　
午
前
・
午
後
の
部
と
も
同
じ
。

★
応
募
資
格
・
：
市
内
在
住
で
。

　
大
正
８
年
９
月
1
6
日
以
前
に

　
生
次
れ
た
人
二
平
成
元
年
９

　
月
1
5
日
現
在
で
満
7
0
歳
以
上

　
の
人
）
。
定
員
は
約
２
千
５
百

　
人
。

★
応
募
方
法
・
：
左
の
書
式
に
従

　
っ
て
、
は
が
き
で
福
祉
部
高

　
齢
者
福
祉
課
へ
。
記
入
が
不

　
十
分
な
場
合
や
電
話
で
の
申

　
し
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
時
間
（
午
前
・
午
後
）

　
は
、
希
四
宮
お
り
に
な
ら
な

　
い
こ
と
が
あ
り
未
了
。

★
応
募
期
間
…
７
月
3
1
日
㈲
ま

　
で
（
当
日
消
印
ま
で
有
効
）
。

★
記
念
品
…
参
加
者
に
会
場
で

　
お
渡
し
し
ま
す
。

★
送
迎
・
：
昨
年
と
同
じ
ぐ
、
専

　
用
バ
ス
を
運
行
。
停
留
所
は

　
次
の
と
お
り
で
、
一
部
剪
除

　
い
て
京
阪
宇
治
交
通
の
バ
ス

　
停
留
所
と
同
じ
で
す
。
な
お
、

　
東
宇
治
方
面
の
バ
ス
停
留
所

　
に
「
新
田
」
が
新
設
さ
れ
て
い

　
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
発
車
時
刻
は
、
９
月
１
１
一
日
号

　
市
政
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し

　
ま
す
。

　
　
・
東
宇
治
方
面
…
中
住
宅
↓

御
蔵
中
窪
手
幼
講
前
一

　
白
図
ｔ
町
並
・
山
蔵
山
参
道
　
　

　
未
幡
ふ
木
幡
山
手
町
南
木
一

幡
↓
病
院
前
↓
黄
緊
‐
車
野
町
一

（
重
永
医
院
削
望
菟
道
高
校
一
　
　
　

駆
上
り
・
新
田
↓
森
本
圭
言

戸
・
大
久
保
方
面
・
・
・
日
産
車
体
一

・
緑
ヶ
原
ロ
ー
轟
鉄
大
久
保
三

国
道
大
久
保
Ｉ
Ｊ
Ｒ
新
田
’
（
中
・

酉
石
油
前
）
・
廠
南
高
校
尚
一

明
↓
城
南
荘
『
由
町
・
宇
治
方

面
…
宇
治
車
庫
土
只
阪
宇
治
・
・

宇
治
檎
西
詰
（
都
計
石
路
）
・
Ｉ
Ｊ

Ｒ
宇
治
駅
・
応
合
ぼ
舎
↓
宇
治

市
役
所
・
目
川
方
面
：
白
川
↓

大
河
原
（
京
阪
宇
治
交
通
了
依

島
小
学
校
↓
桐
に
↓
中
研
前
―

宇
治
橋
西
詰
（
県
通
り
）
‐
ぬ
神

社
・
一
二
軒
家
方
面
…
三
軒
家

（
京
阪
バ
ス
停
）
・
浮
面
方
面
・
：

浮
而
ｆ
名
木
北
口
↓
伊
勢
田
‐
。

北
山
住
宅
↓
小
倉
住
宅
↓
近
鉄

小
倉
↓
小
倉
‐
轟
山
↓
宇
治
郵

便
局
↓
ユ
ニ
チ
カ
・
名
木
方
面

・
：
名
木
↓
緑
ヶ
原
・
↓
国
道
伊
勢

田
（
京
阪
バ
ス
停
）
・
志
津
川
方

面
土
座
川
（
竹
久
洒
店
前
）
↓

白
川
（
茶
研
前
）
・
笠
取
方
面
・
：

称
名
寺
下
↓
笠
取
小
前
。
。

　
　
　
　
　
（
高
齢
者
福
祉
課
）

マ
】
　
宇
治
市
宇
治
琵
琶

3 3
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はがき
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敬老会参加申込書

１
　
　
宇
治
市
福
祉
部

言
詮
者
福
祉
課

□

年齢

行

し;.りかな）

所
Ｚ
‥
．
り
Ｈ

住

氏

電謡尽

生年･n

※乍前の部か午後の部かどちらか

　を記人してください。

利用する交通m閔（　　　　　）

　.■f-≫w<x(,ii<i'≫ir),rr報礼

　そ忿他のいずれかを記人してく

　/-'さい｡

バス停留所r, （　　　　　　　）

　豪,liが運行する呻川バスをご利用

　の人だけ記人してください。

1009

7月31日までには
がきで敬老会の申し
込み受け付け中

危険防止　

パトロール

を実施

8
月
3
1
日
ま
で
　
夏
の
交
通
事
故
防
止
活
動
を
展
開

7
2
3
日
（
日
）
参
議
院
議
員
選
挙
　
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う

申
し
込
み

あ
ん
な
い

事故なく過ごそう夏休

み
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京
都
府
全
体
で
川
や
胞
に
流
さ

れ
る
汚
れ
の
う
ち
、
約
六
割
が
生

活
排
水
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
元

て
い
ま
す
。
特
に
最
近
で
は
、
生
活

水
準
の
向
上
な
ど
に
よ
り
家
庭
で

使
う
水
の
量
が
増
加
し
て
お
り
、

川
や
母
に
流
さ
れ
る
生
活
排
水
の

量
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
生
活
排
水
は
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
で
減
ら
せ
る
も
の
。
海
や
川
を

き
れ
い
に
す
る
た
め
、
次
の
こ
と

牽
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
▽
流
し
に
は
三
角
コ
ー
ナ
ー
や

水
切
り
袋
を
▽
使
い
古
し
の
食
用

油
は
紙
な
ど
に
玖
幻
せ
、
ゴ
ミ
と

　
現
在
の
「
受
給
者
証
」
（
黄
色
）
、

「
対
象
者
証
」
（
桃
色
）
は
七
月
三

十
一
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま

す
。
平
成
元
年
度
受
給
該
当
者

に
は
、
七
月
中
に
新
し
い
「
受
給

者
証
」
（
う
ぐ
い
す
色
）
を
お
送

り
し
ま
ず
。
ま
た
平
成
元
年
度

の
新
し
い
「
対
象
者
証
」
（
あ
さ

ぎ
色
）
に
つ
い
て
は
、
七
月
中
に

家庭ででさる水質浄化対策

し
て
出
す
▽
食
べ
残
し
は
残
飯
入

れ
に
移
し
、
食
器
の
汚
れ
は
ふ
き

取
っ
て
か
ら
洗
う
▽
風
呂
の
残
り

湯
を
洗
濯
に
使
う
▽
洗
剤
は
無
リ

ン
の
も
の
を
▽
し
尿
浄
化
槽
は
正

１
　
こ
使
う
。
　
（
環
境
保
全
課
）

お
知

ら
せ

　
公
民
館
映
画
劇
場

　
▼
と
き
・
：
７
月
2
9
日
出
⑤
Ｉ
回

目
＝
午
後
１
時
半
～
回
２
回
目
＝

更
新
を

該
当
者
に
通
知
書
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
更
新
手
続
き
を
。

　
な
お
、
未
申
請
で
下
表
の
制

度
に
該
当
す
る
人
は
、
申
請
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
更
新
・
申
請
手
続
き
、
問
い

合
わ
せ
は
高
齢
者
福
祉
課
（
内

線
３
２
６
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
高
齢
者
福
祉
課
）

午
後
３
時
半
～
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央

公
民
館
実
習
室
▼
上
映
作
品
…

「
京
指
物
」
、
「
京
仏
壇
」
▼
問
い
合

わ
せ
・
・
・
中
央
公
民
館
（
き
⑩
1
4

1
1
）
へ
。
　
（
中
央
公
民
館
）

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
2
6
日
㈹
、
午
後

３
時
半
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央

図
書
館
集
会
室
▼
内
容
…
お
は
な

し
、
よ
み
烹
笹
、
紙
芝
居
▼
対
象

・
：
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
（
入

場
は
子
ど
も
が
け
）
▼
参
加
料
…

無
料
▼
問
い
合
わ
せ
…
中
央
図
書

館
（
ａ
⑩
1
5
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
寝
た
き
り
老
人

　
介
護
者
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
７
月
3
0
日
間
、
午
後

１
時
半
～
４
時
▼
と
こ
ろ
…
西
小

倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
’
‐
‐
▼
内

容
・
：
夏
に
向
け
て
の
介
護
の
ポ
イ

ン
ト
▼
講
師
・
・
・
市
高
齢
者
福
祉
課

保
健
婦
・
看
護
婦
▼
対
象
・
・
・
寝
た

き
り
老
人
の
い
る
家
族
な
ど
▼
申

し
込
み
・
：
当
日
、
直
接
会
場
（
容
⑩

7
5
1
0
）
へ
。
薇
齢
者
福
祉
課
）

　
年
金
相
談
所

　
年
金
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ

と
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
保
険
料
の
徴
収
も

行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
事
情

7
月
2
1
日
（
金
）
～
8
月
3
0
日
（
水
）

に
よ
征
納
付
が
困
難
な
人
に
は
、

保
険
料
が
免
除
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
併
せ
て
ご
相
談
侃

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
７
月
2
6
日

困
＝
ニ
チ
イ
大
久
保
店
、
７
月
2
7

日
出
―
西
友
宇
治
店
、
７
月
2
8
日

金
＝
木
幡
公
民
館
。
時
間
は
い
ず

れ
も
午
前
1
0
時
１
正
午
と
午
後
１

時
～
４
時
。
　
（
福
祉
年
金
課
）

　
半
日
人
問
ド
ッ
ク

　
宇
治
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

国
保
加
入
者
を
対
象
に
「
半
日
人

間
ド
″
グ
」
の
補
助
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
健
診
料
の
三
割
は
自

己
負
担
、
残
り
は
国
民
健
康
保
険

が
補
助
に
ま
す
。

　
▼
対
象
・
：
健
診
時
に
次
の
項
目

す
べ
て
に
該
当
す
る
人
。
沢
７
　
治

市
国
民
健
康
保
険
に
継
続
し
て
一

年
以
上
加
入
②
4
0
歳
以
上
6
5
歳
未

満
③
妊
娠
や
入
院
を
し
て
い
な
い

④
昭
和
6
3
年
９
月
～
平
成
元
年
３

制　暖 吋　喰　若 内　容 f続Sにi!f'.'もの

£ 'こ: 村する
IK、*i≫刀助成

　i;n歳ヽm;,t,

・所得mり|%脱卜帯の人

・■人iXI,し力A
・寝たき'IのA

・と人μ'帯刀べ

　・叫得制限あ'丿

I'ifi.i命の自己負

tii紅|-)-.,老.M保IS{

法による‥si;負卜

'e.絹'vsiii-井除し

た和を助成

・健康似険≪

・I'lla

弔度心身Fv'りil'こ

■■:>＼する卜啼費の知友

　　(.i.-歳柚fti

・身体障占･も了級1・2級の人

・帽sの≪伸薄削の人

・3 ≪'･身体啼占て中tり紳,駈防人

・公的年金;こよる障占柚祉≫,金力･1吸

　てそr･内a. 朽nヵ一身体恥･諸恥皿

　１・:>級に川lltる人

　一叫r制mありＪ

保険.今療の自己八
仙額i-助成

・健｢1伏険a

・身体呻害片f帳>

・I'llis

けｒ家庭に吋する

医療費の助戊

・1Hλ<､尚の児ゆ

・小■Mi終j'前の児φ､/･は綴

　iiilillfM限あ')，

保険診療の自己八
t"細を助成

･健ife.保|-l,-,,ii
・r:iit

φ度心吋呻占乙'、

健IK it 理.f. t

　I ･i:.歳以I、

iK伏tiil:r.よる四,ittS･で

ト記カA

・身(*呻■,･;■/;■等級!・2i)i刀人
・･f度グボ抑,'*']･い7、

・:!iA7一夕体障λ･て中tり昴和利泌へ

・t泊溥t;ﾆ；る障,';｀Si祉年'fJ･1

　aてそ7j内a. rほか躬i≫が|等

　級l・2ai:;til'iする7、

　1叫得制限あり・

包’ﾉ保健iiによる

医療≪）･部口tllfl?

を腱康膏理nil

て友給

・健.*r一帳
･ iif康保険,,ii

・身体障害肴I帳*
・印鑑

月
ま
で
の
間
に
こ
の
制
度
か
莉
用

し
て
い
な
い
▼
定
員
・
：
2
0
0
人
（
先

着
順
）
▼
申
し
込
み
期
間
・
・
・
７
月

2
4
日
間
か
ら
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）
▼
健
診
日
…
９
月
１

日
庖
～
平
成
２
年
３
月
3
1
日
出
ま

で
▼
自
己
負
担
額
・
：
男
性
‥
二
万

至
七
百
四
十
円
、
女
性
上
万

二
千
六
百
七
十
円
▼
健
診
医
療
機

関
…
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
▼
申

し
込
み
・
：
国
民
健
康
保
険
証
と
印

鑑
を
持
っ
て
国
民
健
康
保
険
課
へ
。

電
話
で
の
受
け
付
け
は
し
ま
せ
ん

▼
問
い
合
わ
せ
・
：
国
民
健
康
保
険

課
（
内
線
２
９
６
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
国
民
健
康
保
険
課
）

　
野
外
活
動
指
導
者

　
の
資
格
更
新

　
教
育
キ
ャ
ン
プ
指
導
者
養
成
講

習
会
の
受
講
者
に
発
行
し
て
い
る

指
導
者
証
を
更
新
し
ま
す
。

　
▼
対
象
…
市
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
で
昭
和
6
1
年
度
に
野
外
活
動
指

導
者
証
の
交
付
を
受
け
、
野
外
活

動
指
導
者
と
し
て
熱
意
の
あ
る
人

▼
手
続
き
・
：
活
動
報
告
書
（
市
民

体
育
課
に
あ
り
ま
す
）
と
現
在
お

持
ち
の
指
導
者
証
を
、
７
月
2
9
日

出
ま
で
に
市
民
体
育
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
吊
民
体
育
課
）

　
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
　
《
五
ヶ
庄
福
角
住
宅
》

　
▼
募
集
戸
数
・
家
賃
・
：
第
二
種

住
宅
二
戸
・
月
額
二
万
八
千
円
▼

応
募
資
格
…
①
住
宅
に
困
っ
て
い

　
る
市
内
在
住
者
で
あ
る
こ
と
②
現

　
在
同
居
中
ま
た
は
同
居
に
疋
う
と

　
す
る
親
族
示
実
上
婚
姻
と
同
様

　
の
関
係
に
あ
る
人
、
ま
た
は
婚
約

　
者
を
含
む
）
が
あ
る
こ
と
③
市
内

　
に
居
住
す
る
二
人
の
保
証
人
が
あ

　
る
こ
と
④
収
入
が
基
準
収
入
額

　
（
同
居
の
親
族
数
な
ど
で
異
な
る
）

　
以
下
で
あ
る
こ
と
▼
募
集
案
内
の

砲
布
・
・
・
７
月
2
1
日
出
～
８
月
２
日

㈹
ｙ
申
し
込
み
・
・
・
７
月
2
6
日
困
～

８
月
２
日
困
ま
で
に
住
宅
課
（
内

線
３
７
５
）
へ
。
　
　
（
住
宅
課
）

　
宇
治
巾
国
際
親
政
協
会

　
元
年
度
総
会

　
宇
治
市
国
際
親
善
協
会
は
、
市

　
民
に
よ
る
外
国
都
市
と
の
親
善
・

　
交
流
の
促
進
を
目
的
に
、
機
関
紙

　
の
発
行
、
使
節
団
の
派
遣
な
ど
の

　
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
市

　
民
の
皆
さ
ん
の
入
会
を
お
待
ち
し

　
て
い
ま
す
。

　
　
▼
と
き
…
７
月
2
9
日
出
、
午
後

　
２
時
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
公
民
館
展

　
示
集
会
室
▼
会
費
・
・
・
人
年
二
千

　
円
▼
申
し
込
み
…
当
日
、
会
場
か

　
秘
書
課
（
内
線
２
０
８
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秘
書
課
）

　
　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

　
▼
と
き
・
：
８
月
１
日
㈹
、
午
前

８
時
半
～
1
0
時
▼
と
こ
ろ
・
：
大
久

堡
四
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
・
：
市

内
在
住
・
在
学
の
中
・
高
校
生
▼

費
用
…
無
料
▼
講
師
・
・
・
伊
勢
村
紀

久
子
さ
ん
▼
申
し
込
み
・
・
・
同
セ
ン

タ
工
豊
㈲
7
4
4
7
）
へ
電
話
か

直
接
来
館
で
。

　
　
　
（
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

　
　
パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座

　
　
▼
と
き
・
・
・
８
月
５
日
出
～
1
0
月

７
日
出
の
毎
週
水
玉
曜
日
（
全
1
4

回
）
、
午
後
６
時
半
～
９
時
▼
と
こ

ろ
・
・
・
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
▼
定
員
・
・
・
2
0
人
▼
受
講
料
二

万
四
千
円
▼
申
し
込
み
・
・
・
７
月
3
1

お買物のめ

やす

消費者物価

20（7月

分）

　この公表価恪は、7月初めに実施した消費生活モニター店頭価格調査に基づくものです｡(自治振叫課)

品　II 現　　　柵 ■I'均
価格

価格状睨
般高
Idt格

≫S(ft
mmttftli比|伺』年比

灯　　油
18f店頭

　　川694 嶮　り∂
{l､3 H02川　　円620

18(K達 730 1.8 0.8≫34 670

ガソリン
1-ギュラー1 r川金
売り 123 1.7 ７．９127 112

ティｰノンュ

　ヘ･-/ヽ－

400枚入1 柘

’クリネ･,クス・町コ予り 143
２．９▲4．7 204 99

台所川
　　ラ，ブ

サランラ・7
30 x 21)111 210 6.1▲5.4 245 152

ア/レミ
　　ホイル ２５Ｃｍｘ８ｍ152 ▲1.3▲1.3 183 98

シャンプー 液体ポり容器220CC花王エッセンシヤ･ﾚ 237 ０ 3.0 Z37 236
洗if用
-扮,けん 2.4tK 782 ▲1.6▲９．２

927 503

牛　　肉
すき焼用
中程度100 c 418 3.2 21.5597 324

IS さけ 切身100K 356 0.6 10.2597 172
バレイショ 男Biook 22 ０▲8.3 35 15

キャベツ中R幻1k 163 AI5.1▲4.1 200 103

鶏　　卵Mサイズパック人
lO個 163 6．546.R273 132

食用油
a浦サラダ油

ボリTrii1000k 472 0.9▲0.4 565 361

しよう油キ･，コーマン濃口
ボリ容器入1( 252 ▲り.4 2.4 297 204

砂　　瞎上白1kK 235 2.2▲4.1 290 194

小t 粉 日清小麦扮フラワー
Ug (薄力粉) 192 ▲3.0▲1.5 232 131

インスタント
　コーヒー

すヽスカフエエクセラ
瓶入150 k 855 Ａ 0.9Ａ 0.7 925 781

み　　そタヶヤミソ11-8357 3.2 11.6376 255

食yゞン
普通品１斤

（スライスしたもの） 169 2.4 11.2185 144

洗if代 ワイシャｚ
白の長そで 165 ▲2.9 7.8 206 120

▲印は減

1010

日
側
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
（
豊
前

0
7
8
0
）
へ
。
（
商
工
観
光
課
）
゛

　
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
　
《
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
〉

　
▼
と
き
・
：
８
月
６
日
面
、
午
後

２
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
…
松
園
ボ

ウ
ル
（
西
友
宇
治
店
前
）
▼
集
合
・
・
・

午
後
２
時
に
松
園
ボ
ウ
ル
２
階
ロ

ビ
ー
▼
対
象
・
：
肢
体
障
害
者
、
車

い
す
利
用
者
▼
内
容
…
２
ゲ
ー
ム

▼
参
加
費
・
：
人
四
百
円
（
靴
券

込
み
、
家
族
・
介
護
の
人
も
同
様
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
・
・
７

月
2
6
日
困
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議

会
（
豊
⑩
5
6
5
0
）
へ
▼
そ
の

他
…
当
日
は
運
動
の
で
き
る
服
装

で
。
送
迎
の
必
要
な
人
に
は
相
談

に
応
じ
ま
す
。
（
社
会
福
祉
協
議
今

　
結
婚
相
談
を
中
止

　
７
月
2
2
日
出
に
予
定
し
て
い
た

結
婚
相
談
は
、
参
議
院
議
員
選
挙

投
票
会
場
準
備
の
た
め
中
止
し
ま

す
。
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
防
火
映
画
会

　
消
防
署
で
は
町
内
（
自
治
）
会
な

ど
の
ご
要
望
に
応
じ
、
地
域
で
催

さ
れ
る
地
蔵
盆
な
ど
で
、
署
員
が

防
火
映
画
を
出
張
上
映
し
ま
す
。

　
▼
上
映
期
間
・
：
８
月
2
0
日
面
～

2
4
日
俐
▼
申
し
込
み
期
間
…
８
月

１
日
陶
～
７
日
囲
、
牛
前
９
時
～

午
後
４
時
▼
申
し
込
み
・
：
中
消
防

署
（
豊
⑩
0
1
1
9
）
、
西
消
防
署

（
ａ
⑩
3
9
0
0
）
、
東
宇
治
消
防

分
署
（
ｓ
⑩
８
７
５
‐
９
）
、
伊
勢
田

消
防
分
署
（
ａ
⑩
4
7
8
0
）
、
桐

島
消
防
分
署
（
豊
⑩
5
1
0
5
）
の

い
ず
れ
か
へ
▼
そ
の
他
・
・
二
日
に

２
力
所
で
上
映
す
る
予
定
で
す
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
ぐ

は
お
近
ぐ
の
消
防
署
・
分
署
へ
お

問
い
合
わ
せ
を
。
（
消
防
本
部
）

　
市
立
保
育
所
臨
時
職
員

　
登
録
希
望
者
を
募
集

　
市
立
保
育
所
の
臨
時
職
員
（
ア

ル
バ
イ
ト
）
の
登
録
希
望
者
夕
募

集
し
栄
す
。
職
種
は
保
母
（
有
資

格
者
か
保
育
に
意
欲
の
あ
る
人
）
、

用
務
、
調
理
の
い
ず
れ
か
。
登
録

者
の
中
か
ら
必
要
に
応
じ
、
雇
用

し
ま
す
。
登
録
希
望
の
人
は
、

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
（
保

母
資
格
の
あ
る
人
は
必
ず
そ
の
旨

も
）
を
記
入
し
、
写
真
を
ほ
っ
て

保
育
課
へ
。
　
　
　
（
保
育
課
）

　
お
わ
び
と
訂
正

　
七
月
一
日
号
市
政
だ
よ
り
の
高

額
療
養
費
の
限
度
額
変
更
の
お
知

ら
せ
の
中
で
、
「
住
民
税
非
課
税
世

帯
三
万
三
千
円
」
と
あ
っ
た
の
は

「
三
万
一
千
八
百
円
」
の
誤
り
で
す
。

一
訂
正
し
'
　
≪
＾
び
し
未
す
・

　
市
で
は
「
自
然
・
歴
史
・
文

化
な
ど
軍
ハ
切
に
守
り
、
生
か

し
な
が
ら
、
い
つ
ま
で
も
住
み

た
い
、
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

の
創
造
」
を
テ
ー
マ
に
、
宇
治

市
地
域
型
優
良
住
宅
（
Ｈ
Ｏ
Ｐ

Ｅ
住
宅
）
制
度
を
匍
定
。
そ
の
推

進
の
一
環
と
し
て
、
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
名
に
い
ま
す
。

　
▼
テ
ー
マ
・
・
・
「
家
」
。
家
族
や

隣
人
と
の
ふ
れ
あ
い
、
早
戸
石

の
遊
び
、
花
や
木
な
ど
の
自
然

か
ポ
イ
ン
ト
に
し
、
あ
な
た
の

好
き
な
「
い
え
」
の
顔
を
見
つ
け

て
く
だ
さ
い
▼
応
募
資
格
・
：
市

内
在
住
・
在
勤
の
ア
マ
チ
ュ
ア

▼
規
格
・
：
カ
ラ
ー
で
キ
ャ
ビ
ネ

か
ら
四
ツ
切
の
単
写
真
、
未
発

表
作
品
に
限
る
。
応
募
点
数
は

５
点
以
内
で
、
市
内
で
撮
影
し

た
も
の
▼
応
募
要
領
・
：
自
作
の

応
募
票
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

タ
イ
ト
ル
、
撮
影
場
所
、
撮
影
年

月
、
応
募
点
数
を
記
入
し
、
郵
送

か
持
参
で
▼
締
め
切
り
・
：
９
月

3
0
日
出
（
当
日
消
印
有
効
）
▼
発

表
・
・
狗
月
2
1
日
号
の
市
政
だ
よ

り
で
。
入
寧
入
選
者
に
は
別
途

直
接
通
知
▼
賞
・
・
・
金
賞
Ｌ
点

（
三
万
円
）
、
銀
賞
か
蒸
（
各

一
万
円
）
、
入
選
＝
2
6
点
（
記
念

品
）
▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
…

住
宅
課
（
内
線
３
７
６
）
へ
。
な

お
、
版
権
は
市
に
帰
属
。
作
品
は

返
却
し
ま
せ
ん
。
　
（
住
宅
課
）

　
犬
の
正
し
い
飼
い
方
へ
の
理

解
を
深
め
る
た
め
、
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
か
行
い
ま
す
。

　
▼
テ
ー
マ
・
・
・
犬
と
人
間
の
ふ

れ
あ
い
▼
５
募
資
格
・
：
京
都
府

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
▼
規
格

…
四
ツ
切
（
カ
ラ
ー
、
白
黒
と
も

可
）
。
応
募
点
数
は
Ｚ
点
以
内
で
、

未
発
表
の
も
の
に
限
る
▼
応
募

要
領
・
：
作
品
の
裏
に
題
名
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
び
が
な
）
、
年
齢

（
学
年
）
、
職
業
（
学
校
名
）
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
郵
送
か
持
参

で
▼
締
め
切
り
・
：
８
月
1
5
日
㈹

（
当
日
消
印
有
効
）
▼
発
表
・
・
・
９

月
中
旬
に
入
賞
者
に
直
接
通
知

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
・
：
宇
治

保
健
所
（
宇
治
若
森
了
の
６
・
豊

⑩
２
ト
９
２
）
へ
。
な
お
、
著
作

権
は
府
に
帰
属
。
作
品
は
返
却

し
ま
せ
ん
。
　
（
環
境
保
全
課
）

公
民
館
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
中
央
公
民
館
に
設
置
・
公
民
館
事
業
の
お
知
ら
せ
を

　
中
心
に
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。
　
　
　
2
0
-
4
1
0
0

福
祉
医
療
受
給
者
証

重
障
老
人
健
康
管
理
事
業
　

　
対
象
者
証
　
　
　

中
央
図
書
館
児
童
書
コ
ー
ナ
ー
　
　

　
「
み
つ
め
つ
づ
け
よ
う
、
平
和

な
明
日
の
た
め
に
。
ヒ
ロ
シ
マ
ー

ナ
ガ
サ
キ
・
そ
し
て
・
：
」

　
　
　
　
　
　
　
戦
争
に
関
す
る
本
を
展

　
　
　
　
　
　
　
示
。
平
和
に
つ
い
て
考

　
　
　
　
　
　
　
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

動
物
愛
護
写
真

コ
ン
ク
ー
ル

いつまでも美しく…　

川や海

写真を募集！

ＨＯＰ住宅

写
真
を
募
集

Ｈ
Ｏ
Ｐ
フ
ォ
ト
・

　
コ
ン
テ
ス
ト
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